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執筆者(敬称略) 

本書ではこんな情報を掲載しています 

※第一著者のみ掲載 

◎カーボンリサイクル技術の現状を環境影響、熱力学、コスト等様々な側面から徹底解説！ 

 利用プロセスの省エネルギー、低コストを達成するには？ 実現に向けた研究事例を詳解！ 
新刊書籍 
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ぜひご試読ください 
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●ＩＳＢＮ：978-4-86104-972-9     ※大学・公的機関、医療機関の方には割引価格（アカデミック価格）で販売いたします。詳細はお問い合わせ下さい。 

～有用化学品製造、燃料製造、直接利用、固定化、資源化～ 

◆有用化学品の製造に向けたCO2変換プロセスの設計◆ 

 ・CO2還元反応の選択性を制御し、効率化するための反応場の設計法 ・電気化学的プロセスの電極耐久性へのアプローチ 

 ・高温反応プロセスの触媒劣化対策とプロセスの低温化   ・バイオプロセスでの変換効率を向上するポイント 

 

◆CO2を原料とした有用化学品・燃料の製造と取組み◆ 

 ・尿素化合物、カーボネート、ポリウレタン、エチレン、カルボン酸、ギ酸、一酸化炭素、ポリエステル共重合体、プロピレン、ホルムアルデヒド、炭酸カルシウム、、、 

  合成液体燃料、メタン、メタノール、炭化水素燃料、ジメチルエーテル、バイオ燃料、エタノール、、、 有用化学品・燃料製造の取組み事例を多数掲載！ 

 

◆CO2の直接利用技術、固定化技術◆ 

 ・CO2を利用した接着技術      ・CO2を利用したコーティング技術    ・CO2を利用した洗浄技術 

 ・CO2を冷媒として使用した冷凍システム    ・CO2の吸着を利用した固定化技術    ・CO2の海中での固定化技術 
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※本書の目次は裏面をご覧ください。 
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 詳細な目次・内容の確認、 
購入や試読のお申込みはこちらから 

第1章 カーボンリサイクルの実現に向けたCCUの概要 
第1節 カーボンリサイクル技術の基礎、研究の動向 
第2節 CO2有効利用技術の概要とこれからの課題 
第3節 CO2有効利用技術の現状と今後の展望 
 

第2章 特許情報から読み解く 
CO2資源化技術開発動向・技術トレンド 

 

第3章 CO2の有効利用に向けた高効率触媒の設計、開発 
第1節 CO2メタン化反応用CeO2系触媒の設計・開発 
第2節 金属硫化物を用いた二酸化炭素還元電極触媒の設計 
第3節 CO2水素化触媒の分子設計と反応場構築 
第4節 低温でCO2水素化による 

高選択的メタノール合成が可能な触媒の開発 
第5節 遷移金属錯体を用いる 

カルボン酸からアルコールへの触媒的水素化変換 
第6節 CO2を利用したプロパン酸化脱水素に有効な触媒開発 
第7節 二酸化炭素を高効率で、ギ酸シリルに変える触媒の開発 
第8節 銅表面を成長点として均一に有機膜修飾された 

CO2還元触媒の開発 
第9節 二酸化炭素の有効利用のためのチタン酸塩微結晶光触媒の開発 
 

第4章 CO2の有用化学品の合成に向けた 
変換プロセスの設計、開発 

第1節 ケミカルルーピングを利用した二酸化炭素の再資源化技術 
第2節 二酸化炭素と水素を原料とした一酸化炭素製造プロセスの低温化 
第3節 イオン液体修飾電極による電気化学的二酸化炭素変換反応 
第4節 貴金属・希少金属を用いないCO2からギ酸への高効率な変換 
第5節 CO2の電解還元で生成したギ酸水溶液からの濃縮精製技術 
第6節 金属触媒による二酸化炭素の資源化 
第7節 ダイヤモンド電極を用いたCO2の電解還元 
第8節 二酸化炭素を炭素源とする炭素骨格形成反応の開発 
第9節 水素吸蔵合金を用いたCO2転化反応 
第10節 CO2－水二相システムによる単糖類からの5-HMF合成プロセス 
 

第5章 CO2を原料とした有用化学品の合成、製造、生産技術 
第1節 化学産業におけるCO2の排出量削減とCO2からの化学品の製造 
第2節 酵素を利用した二酸化炭素資源化反応 
第3節 ポリウレタンを有機分子触媒として用いる 

環状カーボネートの合成 
第4節 二酸化炭素を用いる 

五員環カーボナート構造を持つポリマーの合成 
第5節 水素酸化細菌によるCO2原料での 

生分解性ポリエステル共重合体の生産 
第6節 二酸化炭素を原料とするポリウレタン原料の合成 
第7節 バイオマス・二酸化炭素を原料とした有用有機化合物の合成 

第8節 遺伝子組換えシアノバクテリアによる 
二酸化炭素からのエチレン生成 

第9節 金属錯体による窒素分子と二酸化炭素を原料とした 
含窒素有機化合物の合成 

第10節 CO2の水素化反応によるギ酸の合成のための金属触媒 
第11節 均一系錯体触媒を活用する二酸化炭素を用いた 

カルボン酸とその誘導体の合成 
第12節 高温高圧二酸化炭素を用いる尿素化合物の合成 
第13節 二酸化炭素を炭素源とした光合成微生物による 

細胞プラスチックスの開発 
第14節 シアノバクテリアを利用した二酸化炭素からの有用物質生産技術 
 

第6章 CO2を原料とした燃料の製造技術と取組み 
第1節 二酸化炭素を活用した液体燃料の合成技術 
第2節 二酸化炭素の水素還元による高品質輸送用液体燃料の合成 
第3節 高温太陽熱を熱源として駆動する二段階熱化学サイクルによる 

二酸化炭素の燃料化技術 
第4節 二酸化炭素の電気化学還元による炭化水素ガスへの転換 
第5節 二酸化炭素からのジメチルエーテル合成技術 
第6節 メタノール合成反応分離プロセスの開発状況 
第7節 リン酸塩電解質による電解セルとルテニウム触媒を組み合わせた 

水と二酸化炭素からのメタン合成 
第8節 ニッケル光触媒を用いた二酸化炭素のメタンへの転換技術 
第9節 バイオメタネーション（カーボンニュートラルメタン） 
第10節 カーボンニュートラル燃料のモビリティへの活用 
第11節 微細藻類の二酸化炭素吸収特性と 

藻類バイオ燃料の開発課題と今後の展開 
第12節 CCUメタノールによるCO2削減量の推計 
 

第7章 CO2の直接利用技術 
第1節 二酸化炭素を利用した接着技術 
第2節 超臨界二酸化炭素を用いるマイクロ・ナノ粒子コーティング技術 
第3節 二酸化炭素を用いた洗浄および抽出技術 
第4節 超臨界CO2を利用した機能性多孔質材料の創製 
第5節 超臨界二酸化炭素を用いた材料の設計 
第6節 超臨界二酸化炭素を利用した晶析技術による機能性材料創製 
第7節 CO2を冷媒として利用した超低温冷凍システムの特性 
 

第8章 CO2の固定化、資源化技術 
第1節 二酸化炭素の吸着による再生骨材改質とコンクリートへの適用 
第2節 銀触媒を用いる二酸化炭素の固定化反応 
第3節 海中でのCO2固定化技術の研究開発 
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